
織
田
病
院
は
１
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
佐
賀
県
鹿
島

市
一
帯
の
地
域
医
療
を
支
え
て
き
た
。地
域
は
現
在
、

75
歳
以
上
人
口
が
16
％
を
占
め
る
な
ど
超
高
齢
社
会

が
さ
ら
に
進
展
し
て
い
る
が
、
病
院
、
医
療
者
に
求

め
ら
れ
る
役
割
を
見
据
え
つ
つ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
も
駆
使
し

た「
治
し
支
え
る
医
療
」を
実
践
し
て
い
る
。

織
田
正
道

社
会
医
療
法
人
祐
愛
会
織
田
病
院

理
事
長

病
院
ト
ッ
プ
の

経
営
者
魂
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地域の高齢者を支える
仕組みを院内外で整備し
地域共生の具現化を推進

Masamichi Oda
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―
―
織
田
病
院
は
創
業
１
１
１
年
。
一

貫
し
て
佐
賀
県
鹿
島
市
一
帯
の
地
域
医

療
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

織
田　

私
自
身
は
鹿
島
織
田
家
15
代

目
、医
家
と
し
て
は
10
代
目
で
す
か
ら
、

医
師
に
な
っ
た
と
き
か
ら
い
ず
れ
は
こ

の
地
域
の
医
療
を
担
う
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。
35
歳
の
時
に
病
院
に
戻

り
、
38
歳
で
院
長
に
就
き
ま
し
た
が
、

こ
の
時
も
違
和
感
は
覚
え
ま
せ
ん
で
し

た
。病

院
建
て
替
え
で
多
額
の
負
債
を

負
っ
た
り
、
医
師
や
看
護
師
集
め
に
奔

走
し
た
り
と
、
40
歳
前
ま
で
に
医
療
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
あ
ら
か
た
経

験
し
ま
し
た
。
ま
た
病
院
機
能
評
価
も

初
期
の
運
用
調
査
の
段
階
か
ら
参
加
し

て
、
認
定
取
得
は
県
内
初
で
し
た
し
、

３
回
目
の
機
能
評
価
で
獲
得
ポ
イ
ン
ト

数
全
国
ト
ッ
プ
に
な
り
、
自
分
た
ち
の

方
向
性
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
確
信
し

た
も
の
で
す
。

医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
力
を
入
れ
る

と
現
場
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
と
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
逆
で

す
。
良
い
医
療
を
提
供
す
る
に
は
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
必
要
で
す
。
こ
れ
が
な
け

れ
ば
良
い
医
師
は
集
ま
り
ま
せ
ん
し
、

ス
タ
ッ
フ
た
ち
も
辞
め
て
し
ま
い
ま
す
。

―
―
織
田
病
院
の
所
在
す
る
佐
賀
県
鹿

島
市
は
人
口
３
万
人
、
高
齢
化
率
は

32
・
３
％
、
75
歳
以
上
人
口
は
16
・
７
％

に
達
し
ま
す
。

織
田　
85
歳
以
上
高
齢
者
の
割
合
も
急

増
し
て
い
ま
す
。
当
院
は
佐
賀
県
南
部

医
療
圏
に
入
る
の
で
す
が
、
圏
内
の
85

歳
以
上
人
口
は
２
０
２
０
年
で
１
万
１

６
９
５
人
、
こ
れ
は
05
年
の
約
２
倍
で

す
。
35
年
に
は
１
万
３
０
０
０
人
を
超

え
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
年
代
は
医
療

需
要
も
当
然
、
増
え
ま
す
。
圏
内
の
救

急
車
搬
送
は
直
近
15
年
間
で
２
・
５
倍

に
増
え
ま
し
た
。
ま
た
85
歳
以
上
に
な

る
と
50
％
以
上
の
人
が
要
介
護
認
定
を

受
け
、
40
％
の
人
が
認
知
症
と
診
断
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
は
当
院
の
様

子
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。
当
院
は
１

生
活
の
場
に
安
心
し
て
帰
れ
る
こ
と
は
病
気
の
治
療
と
同
じ
く
ら
い
重
要

Profile

おだ・まさみち●1978年、日本大学医学
部卒業。78年、久留米大学医学部耳鼻咽
喉科、80年、同大医学部麻酔科、82年、
佐賀医科大学耳鼻咽喉科。90年、医療法
人祐愛会織田病院院長。98年、医療法人
祐愛会織田病院理事長。麻酔科学会標榜医。
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区医師会会長（06～12年）などを務める。

●社会医療法人祐愛会 織田病院
地域の二次救急の要役を担い
開放型病院として開業医と密に連携
急性期医療を中心に専門的
医療も担う。半径10㎞圏内
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民約6万人の二次救急医療
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約1000人。
111床（7対1急性期病床）
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Q1 自分の性格をひと言で言い表
すと？

常にプラス思考

Q2 弱点を１つ教えてください。

ノーと言えない

Q3 最近うれしかったことは？

コロナ禍、スタッフみんながいやな顔を
せず頑張って仕事をしてくれていること

Q4 今はまっているものはありま
すか？

リーズナブルで美味いワインを見つける
こと

Q5 タイムマシンがあったら
行きたいのは過去？　未来？　

未来　100年後の世界（特に日本）を見
たい

Q6 人生で最も影響を受けた人
は？

○佐賀医科大学元教授　進武幹先生
人をまとめ強い組織をつくるリーダー
のあり方を教えていただいた
○佐賀医科大学初代学長　古川哲二先生
40年前に総合診療部を開設するなど、
未来を見据えて大学をつくられた

Q7 日課はありますか？

毎日8000歩

Q8 人生最後に食べたいものは？

美味しいワインとチーズ

Q9 今一番会いたい人は誰です
か？

コロナ禍で会えなくなっている全日本病
院協会の仲間たち

Q10 病院トップとしてふさわしい素
養は？

常に前向きに未来を語り、実践してい
くこと

10問10答Q&A

病院トップの

経営者魂
Cool Head,but Warm Heart

１
１
床
で
全
床
７
対
１
看
護
体
制
を
敷

い
て
い
ま
す
が
、
平
均
在
院
日
数
は

11
・
６
日
、
病
床
稼
働
率
は
95
・
５
％
、

重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
は
平
均

35
・
５
％
。
患
者
さ
ん
は
呼
吸
器
疾
患
、

循
環
器
疾
患
を
抱
え
た
高
齢
者
が
大

半
。
85
歳
以
上
の
新
規
入
院
患
者
数
も

年
々
増
加
し
て
お
り
、
15
年
前
と
比
べ

る
と
３
倍
に
増
え
ま
し
た
。

―
―
そ
の
よ
う
な
な
か
で「
治
す
医
療
」

か
ら「
治
し
支
え
る
医
療
」へ
の
転
換
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

織
田　

当
院
は
急
性
期
病
院
で
す
が
、

病
気
の
治
療
に
全
力
を
尽
く
す
だ
け
で

は
不
十
分
で
す
。「
生
活
の
場
に
安
心

し
て
帰
れ
る
こ
と
は
病
気
の
治
療
と
同

じ
く
ら
い
重
要
」と
認
識
す
べ
き
で
す
。

そ
の
た
め
の
体
制
整
備
も
進
め
て
き

ま
し
た
。
院
内
で
は「
多
職
種
協
働
フ

ラ
ッ
ト
型
チ
ー
ム
医
療
」「
入
退
院
支
援

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
患
者
情
報
の
共

有
」「
Ｄ
Ｃ
Ｕ（Dem

entia Care U
nit

、

認
知
症
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
）開
設
」の
３
つ

を
進
め
て
い
ま
す
。

「
多
職
種
協
働
フ
ラ
ッ
ト
型
チ
ー
ム
」は

全
て
の
病
棟
に
専
門
職
種
を
配
置
し
、

各
職
種
が
率
先
し
て
動
く
こ
と
を
念
頭

に
置
い
た
も
の
で
す
。
当
初
は
退
院
支

援
看
護
師
を
配
置
し
て
い
た
の
で
す

が
、
退
院
支
援
の
必
要
な
患
者
さ
ん
が

急
増
し
、
そ
れ
が
追
い
つ
か
な
い
状
況

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
専
門
職
種
を

病
棟
常
駐
と
し
、
逐
一
支
援
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。
効
果
は
て

き
め
ん
で
、
退
院
支
援
に
必
要
な
情
報

は
す
で
に
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
退
院

調
整
会
議
も
す
ぐ
に
本
題
に
入
れ
る

し
、外
部
の
医
療
職
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

な
ど
も
、
同
じ
職
種
が
い
つ
も
病
棟
に

い
る
の
で
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う

で
す
。

「
入
退
院
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」は
こ

う
し
た
多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
る
退
院
支

援
の
迅
速
化
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
す
。

電
子
カ
ル
テ
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す

れ
ば
い
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

情
報
量
が
膨
大
す
ぎ
ま
す
。
退
院
支
援

の
た
め
に
共
有
す
べ
き
情
報
は
、
食
事
、

嚥
下
、
排
泄
、
服
薬
状
況
な
ど
せ
い
ぜ

い
百
数
十
。
こ
れ
ら
を
抽
出
し
て
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
た
わ
け
で
す
。

「
Ｄ
Ｃ
Ｕ
」は
急
増
す
る
認
知
症
患
者

へ
の
対
応
を
想
定
し
て
２
０
１
５
年
に

開
設
し
ま
し
た
。
75
歳
以
上
で
認
知
症

自
立
度
Ⅲ
ａ
以
上
の
患
者
さ
ん
が
前
提

で
す
が
、
自
宅
か
ら
の
Ｄ
Ｃ
Ｕ
入
棟
患

者
の
約
８
割
が
直
接
、
ご
自
宅
に
退
院

す
る
な
ど
成
果
も
出
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
退
院
後
の
支
援
も
重
視
し

て
い
ま
す
。
当
院
は
開
放
型
病
院
で
、

登
録
医
は
60
人
を
数
え
ま
す
が
、
ほ
か

に
も
Ｍ
Ｂ
Ｃ（M

edical Base Cam
p

）

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
訪
問
看
護
、
ケ

ア
マ
ネ
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、
ヘ
ル
パ
ー
、

Ｍ
Ｓ
Ｗ
ら
が
所
属
し
、
退
院
後
も
ケ
ア

が
継
続
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
在
宅
見

守
り
シ
ス
テ
ム
も
整
備
し
、
高
齢
者
に

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
起
き
た
際
は
ア
ラ
ー

ト
で
知
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

―
―
在
宅
復
帰
を
強
力
に
進
め
て
い
ま

す
が
、
核
家
族
化
や
老
老
介
護
な
ど
で

家
族
介
護
の
限
界
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

織
田　
介
護
施
設
が
一
定
数
必
要
な
こ

と
は
当
然
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
頼
る

の
は
問
題
で
す
。「
面
倒
を
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
ら
施
設
へ
」と
い
う
発
想
は

違
和
感
を
覚
え
ま
す
し
、
そ
も
そ
も
現

在
の
建
築
費
で
は
施
設
を
運
営
し
て
も

採
算
が
と
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
は
在

宅
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
整
備
し

た
ほ
う
が
効
果
的
で
す
。
国
が
進
め
る

「
地
域
共
生
」の
理
念
に
も
合
致
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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